青明舎　　フェイスシート

平成22年　3月　1日　担当：三浦　とし子　

	登　録　者
	氏　名　　田　中　一　　様　　　　　　男・女　　　昭和37年11月1　日生（47歳）

	
	〒　039－2241

住　所　　八戸市大字市川町字尻引前山３１番地250　　　　　　電話　20-3936　　　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	アルコール依存症・糖尿病

	
	発症時期
	３０代頃
	罹 患 期 間
	約　17　年

	
	入院回数
	２回
	延べ入院年数
	約　３　年

	医療機関
	青南病院（主治医　千　葉　潜　　　Dr）
	外来受診日
	月曜日/２週間

	医療区分
	国保
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5.000円
	精神障害者手帳

2級

	経済状況
	年　金
	障害厚生年金　2級（244,000円／2月）

	
	
	

	障害程度区分
	
	負担上限月額
	10.778円
	相談支援事業所
	青明舎

	日中活動の場
	青陽館　デイナイトケア　（5回／週）　　

	住まいの場
	　グループホーム　あおば　（平成20年12月9日から入居）

	登録年月日
	H　20年　11月　28日
	身長
	176cm
	体重
	82kg

	最終学歴
	・八戸高校卒業

・ 国立　茨城大学情報工学科　卒業
	免許・資格
	

	職　歴
	富士電機（株）東京工場　　　　　　　　　昭和60. 4. 1～平成 3 .6.21　　6年　　2ケ月

富士電機テクノエンジニアリング（株）　　平成 3. 6.21～平成 4. 4.21　　　　　 10ケ月

フジデンエンジ（株）多摩地区事業所　　　平成 4. 4.21～平成12.10. 1　　8年  　6ケ月

富士アィティ（株）　　　　　　　　　　　平成12.10. 1～平成12.11. 1　　　   　1ケ月

大原特許事務所　便利師　大原拓也　　　　平成12.11.20～平成13.11.29　　     １２ケ月

（株）インタープロジェクト　　　　　　　平成15. 7.28～平成15. 8．21　　　　   1ケ月

（株）インターソース　　　　　　　　　　平成15. 8.21～平成15. 9．12　　　　   1ケ月


	

	
	

	保　護　者
	氏　名　瓦　吹　　堅　様　　　続　柄　従兄　　　　　　（同居　・否）

住　所　北茨城市関本町席本上1447-1　　電話　0293-46-2732

	利用目的

統合失調症の治療の為グループホームを利用したい。

	入院・治療歴

1 平成13.10.20～平成14.1.5　駒木野病院　東京都　（アルコール依存症治療）

2 平成14. 1.20～平成15.9　  駒木野病院

3 平成15.10 .2～　　　　　　青南病院受診　入院暦はない　（統合失調症　アルコール依存症　糖尿病）

	生活歴

東京都品川区で出生　幼稚園は和光学園、小学校は十和田三本木小学校へ1年から4年まで入学4年から6年まで八戸市柏崎小学校入学、中学校は八戸第3中学校、高校は八戸高校、高校を卒業後は国立茨城大学情報工学科へ進学（父とは生き別れているが　　年頃に死亡したようである）。

本人30代の頃より、アルコールによる問題がみられていた。H13.9頃、アメリカでの大規模テロ事件後よりヘリコプターが飛んでいる」「アラブ人に追われる」等の被害関係妄想出現し、南多摩病院精神科受診。同院紹介にてH13.10.20～H14.1.5まで駒木野病院（東京都）へ入院（アルコール依存症治療実施）。以後、妄想は遷延化していたが、定期的に外来通院を行なっており、断酒も継続していた。

H15.8、就職が決まり高崎まで行ったが、会社に病気のことを話したところ解雇となった為、地元の八戸市へ転居しH15.10.2当院初診。以後、通院加療を継続している。受診時は表情が硬く、脚を震わせて落ち着かない様子みられていた。母に対し易怒的であり、叩く仕草や威嚇する行為もあった。入院加療を勧めたが、自己破産の手続き等の理由をつけて拒否していた。H15末頃からは、イライラ感の訴え等はあるものの、易怒性軽減し、落ち着きが出てきていた。H16.3には仕事に就くが、仕事の内容を理解できずに辞職。物事（診断書の内容）に対する了解の悪さ・確認・固執がみられ、繰り返し説明を要していた。

H16.8生活保護受給開始。H16.11には自己破産成立（本人談）し、障害厚生年金2級受給開始。障害年金受給に伴い、H16.12生活保護打切りとなっている。持続性精神薬（ハロマンス）筋注・経口薬処方継続。些細な事で不安となり、調子の悪さを訴えることが多い。「ファトア」「アメリカ軍に突っ込め」などという幻聴や「アルカイダに襲われる」などという妄想が多い。睡眠状況が不安定となることがあり服薬調整を行っている。また、糖尿病であり、食事・日課への助言・指導も行っている。

アレルギー性鼻炎のため、かねた内科耳鼻科医院への通院も継続している（1回/月）。

H20.10.14母がくも膜下出血にて八戸市立市民病院救命救急ｾﾝﾀｰへ入院。母への面会・付き添いは毎日行っている。母は20年10月18日22時51分に死亡している。以後単身生活となる。

青明舎には20年11月28日登録し、グループホームには20年12月8日に入居している。

青陽館はデイナイトに毎日通所している。ほぼ１００％参加している。



	[image: image1.bmp]家族構成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父は　生き別れていたが死亡した様子

母は　平成20年10月18日くも膜下で死亡

兄弟等はない。

母方の祖父は五戸町出身。母は五戸の専念寺に眠っている。母の長兄は青森に住んでいるため、なかなか帰省することがなく。寺の管理料までは支払いが難しいというので、菩提寺の管理料を21年から本人様が支払っている。（12,500円）将来は本人様も専念寺に眠るということ。

　いとこはたくさんいるが茨城にいる瓦吹様が保護者になっている。

　




平成22年3月1日（月）

	氏　　　名
	田　中　一　様
	男・女
	生年 月日
	　昭　和　37年　11月　1日　（47歳）


	長期目標（中期・短期）

	・障害基礎年金と愛護手帳の申請をしたいので、支援して欲しい。なにか困ったときに相談して欲しい。

	長期目標　（中期・短期）

	
· 不安があるときは、解決の糸口がつかめるように支援して欲しい。

· 血圧や健康面の見守りと支援をしてほしい。


	問題点
	介入方法
	期間

	手続きや文書の事で不安を抱くことがある。


	年金特別便の会社名が違うので、昔の正式名で書いていないので、昔の正式名で書き足して欲しいとか

銀行の名称の変更で年金が振り込まれないのではないかと、不安を抱くことについては、銀行まで同行し不安の軽減を図るために、本人様が納得いくまで直接担当者に聞くという介入をしてきたが、今後も、事あるごとに介入していく。なにかの説明をしても自分で納得していなければ、矛盾する、信用できない、納得できないと執拗に食い下がり質問しているが、これについてはとことん納得いくまで付き合い、誠実に介入していく。


	６ケ月

	血圧が高く健康管理が自分では難しい。


	血圧が高いので病院との連携を図る。

デイの通所持青山の食事時に測り、経過観察をしていく。体重の管理など見守りと支援をしていく。


	６ヶ月

	


これまでの経過 (平成21年4月16日から22年1月31日まで)


　4月当初は実家の公共料金の転送先の届けを郵便局に届けていたが、本当に届くか不安だという。


厚生年金の振込みが本当に来るのか心配である。水も断水があったことから、自室に非常用の水をペットボトルに入れて、部屋に保管するなど不安があれば、心臓がドキドキしてくるということ。


　夜中の中途覚醒による日中の居眠り、血圧の高め推移（拡張期150や180台　収縮期100から130台）


など、を過度に心配したり、不安を訴えることがある。


　11月10日には八戸信用金庫が青い森信用金庫に名称変更になれば、年金振込みの件、土地の振込み、通帳を新しくする必要があるのか、など不安があり八戸信用金庫まで同行支援している。


母が滞納していた土地代を5年分遡って支払っている。

























































































【生活状況】
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